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今年度の技術見学会は、体験を通じて災害時の対応を学ぶことが出来ます「名古屋市港防災センター」に
て災害バーチャル体験や防災講座の受講、2009年から３期にわたり整備を進めて来られ全面完成公開され
ました「名古屋城本丸御殿」の見学、加えて「文化の道」の散策へ総勢21名にて行って参りました。



村越委員長による恒例のクイズ大会

「名古屋市港防災センター」体験学習と防災講座受講

震度7の地震体験・3D映像での伊勢湾台風の体験・煙避難体験などの災害バーチャル体験をすることで改め
て災害の怖さを考えさせられました。また、防災講座では防災教育アドバイザーによる災害に対する事前
の備えや災害時の対応、防災についての考え方の大切さを学習致しました。

見学前の予習も含め、名古屋城に関する事からの出題。
なかなかの難問ではなかったでしょうか？



令和 4 年度技術見学会 クイズ 

Q1 名古屋城本丸御殿の部屋数はいくつでしょうか？ 

A1 約 30 

Q2 名古屋城本丸御殿で使用されている桧材の産地はどこでしょ

うか？または何桧？ 

A2 木曽桧（長野）黒木書院は、松材を使用しています。 

Q3 名古屋城本丸御殿は書院造となっていますが、その書院造の特

徴を畳、障子のほか 3 つ挙げて下さい。 

A3  床の間、違い棚、付書院、床柱、襖、長押、天袋 等 

Q4 名古屋城本丸御殿の中で、最も格式の高い建物は次のうち、ど

れでしょうか？ 玄関、表書院、対面所、上洛殿、黒木書院、湯

殿書院 

A4 上洛殿 三代将軍家光の上洛の為、増築されたもの 

  湯殿書院はサウナ式蒸風呂です。 

Q5 文化のみちは江戸、大正、明治時代の建築物を含む歴史遺産が、

保存されています。西の端は名古屋城ですが、東の端はどこで

しょうか？ ヒント〇〇園 

A5 徳川園 



「名古屋ビール園 浩養園」にて昼食

「名古屋城本丸御殿」見学

久しぶりのテーブルを囲っての会食。
お互いに少なからず気を遣いながらも対面の会話は楽しいですね。

今回の完成公開では、最も絢爛豪華な『上洛殿』などを見学致しました。室内は狩野派の手による襖絵、
天井板絵や彫刻欄間、飾金具などで彩られ、贅の限りが尽くされておりました。将軍はこの煌びやかな間
で果たして落ち着けたのかは知る由もありません。あいにくの雨の中の見学ではありましたが絢爛豪華な
建築見学で気持ちは晴れていたかの様でした。



「文化の道」散策

前田副委員長による恒例のビンゴ大会

天候や時間の都合もあり『文化の道』の散策は多くの方が『名古屋市市政資料館』の見学のみとなったの
ではないでしょうか･･･？重要文化財に指定されています『名古屋市市政資料館(旧名古屋控訴院・地方裁
判所・区裁判所庁舎)』では当時の法定や見どころであります大理石造りの中央階段室を見学致しました。
文化の道には様々な歴史的建造物が多く、またの機会に是非訪れてみたいです。

ゲームは進むけれどもなかなかリーチにもならない･･･
今回のビンゴはかなり揃い難かったのでは!?
景品を受け取った皆さん、大変良い笑顔をしていらっしゃいますね！



今回の技術見学会では体験型学習や防災講座へ参加する事で今まで以上に防災への関心が高まる事となり,
今後建築に関わる者として防災に何らかの形で取り組んで行かなくてはと考えさせられました。
コロナ禍後、最初の見学会を無事に終える事が出来ましたのは事業研修委員の皆さん、参加者の皆さんの
ご協力があっての事と思います。また参加者の皆さんにはたくさんの飲み物やおつまみ等の差し入れをし
て頂きましてありがとうございました。次回も多くの方に参加頂ける魅力ある企画になる事を楽しみにし
ております。皆さん、お疲れ様でした。
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